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1. 土木施設の目標耐用年数 

 土木のコンクリート躯体の目標耐用年数は、過年度の耐震診断業務における劣化調査の結果

より、目標耐用年数を「70年」と設定する。 

その他の土木施設の目標耐用年数は、次表に示す実績を考慮して「標準耐用年数×2.0倍」と

する。 

 ただし、内部防食の目標耐用年数は、コンクリート躯体への影響を考慮して、「標準耐用年

数×1.0倍」とする。 

 

表-1 土木施設の目標耐用年数 

実績倍率
（倍）

平均倍率
（倍）

ﾏﾝﾎｰﾙ 2.2 15 30

金属物 1.6 18 36

場内施設 3.3 10 20

場内道路 2.8 10,15 20,30

付帯設備 1.6 18 36

中分類
標準

耐用年数
（年）

目標
耐用年数

（年）

標準耐用年数
超過倍率　N値 決定倍率

（倍）
文献値

2.3 2.0-

 
 

表-2 目標耐用年数が 1.0 倍の資産 

実績倍率
（倍）

平均倍率
（倍）

決定倍率
（倍）

内部防食 - - - 10 10

資産名称

標準耐用年数
超過倍率　N値 標準

耐用年数
（年）

目標
耐用年数

（年）

 
 

※実績倍率（倍）：標準耐用年数の超過倍率を示す。 

※平均倍率（倍）：実績倍率の平均値を示す。 

                  ※決定倍率（倍）：今回採用倍率を示す。 
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2. 建築施設の目標耐用年数 

 建築のコンクリート躯体の目標耐用年数は、過年度の耐震診断業務における劣化調査の結果

より、目標耐用年数を「70年」と設定する。 

建築施設の目標耐用年数は、次表に示す実績を考慮して金属物、建具、付帯設備、仕上は、

建築設備と一体的な改築が望ましいため「標準耐用年数×2.0倍（30～36年）」とする。 

 ただし、屋根防水、屋根仕上げ、外装仕上げの目標耐用年数は、コンクリート躯体への影響

を考慮して、「標準耐用年数×1.0倍」とする。 

 

表-1 建築施設の目標耐用年数 

実績倍率
（倍）

平均倍率
（倍）

金属物 1.6 18 36

建具 1.6 18 36

仕上 1.9 15 30

付帯設備 1.5 18 36

文献値
決定倍率

（倍）

目標
耐用年数

（年）
中分類

標準耐用年数
超過倍率　N値 標準

耐用年数
（年）

1.7 2.0-

 
 

表-2 目標耐用年数が 1.0 倍の資産 

実績倍率
（倍）

平均倍率
（倍）

決定倍率
（倍）

屋根防水 - - - 10 10

屋根仕上げ - - - 15 15

外装仕上げ - - - 15 15

目標
耐用年数

（年）
資産名称

標準耐用年数
超過倍率　N値 標準

耐用年数
（年）

 
 

※実績倍率（倍）：標準耐用年数の超過倍率を示す。 

※平均倍率（倍）：実績倍率の平均値を示す。 

                  ※決定倍率（倍）：今回採用倍率を示す。 
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3. 建築機械設備の目標耐用年数 

本市においては、処理機能優先の条件から、これまでは機械設備及び電気設備の老朽化した

資産の改築を優先的に行っているため、建築機械設備においては改築を先送りしているのが現

状である。 

 よって、建設当初の資産がほとんどであり経過年数が約 30 年経過しているため、改築が必要

であると考えられるが、定期的な修繕によって機能を維持している状況である。 

 目標耐用年数の設定については、建築施設との一体的な改築が望ましいため、次表に示す実

績を考慮して「標準耐用年数×2.0倍（15年×2＝30年）」とする。 

 

表-1 建築機械設備の目標耐用年数 

実績倍率
（倍）

平均倍率
（倍）

給排水･衛生･ｶﾞｽ設備 1.7 15 30

空調･換気設備 1.5 15 30

消火災害防止設備 2.1 15 30

文献値中分類

標準耐用年数
超過倍率　N値 目標

耐用年数
（年）

決定倍率
（倍）

標準
耐用年数

（年）

1.8 - 2.0

 
 

※実績倍率（倍）：標準耐用年数の超過倍率を示す。 

※平均倍率（倍）：実績倍率の平均値を示す。 

                  ※決定倍率（倍）：今回採用倍率を示す。 
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4. 建築電気設備の目標耐用年数 

本市においては、処理機能優先の条件から、これまでは機械設備及び電気設備の老朽化した

資産の改築を優先的に行っているため、建築電気設備においては改築を先送りしているのが現

状である。 

 よって、建設当初の資産がほとんどであり経過年数が約 30 年経過しているため、改築が必要

であると考えられるが、定期的な修繕によって機能を維持している状況である。 

 目標耐用年数の設定については、建築施設との一体的な改築が望ましいため、次表に示す実

績を考慮して「標準耐用年数×2.0倍（15年×2＝30年）」とする。 

 

表-1 建築電気設備の目標耐用年数 

実績倍率
（倍）

平均倍率
（倍）

電気設備 2.1 15 30

消火災害防止設備 4.0 8 16

文献値

標準耐用年数
超過倍率　N値 決定倍率

（倍）

標準
耐用年数

（年）

目標
耐用年数

（年）

3.1 - 2.0

中分類

 
 

※実績倍率（倍）：標準耐用年数の超過倍率を示す。 

※平均倍率（倍）：実績倍率の平均値を示す。 

                  ※決定倍率（倍）：今回採用倍率を示す。 

 

 

 

 

 

4

【添付資料-1 目標耐用年数】　　



5. 機械設備の目標耐用年数 

機械設備については、供用開始から約 30 年を経過しているため、水処理設備および汚泥処理

設備の一部に改築を行った実績がある。 

 そこで、機械設備の目標耐用年数は、本市におけるこれまでの更新実績から算定した使用年

数を参考とし、未更新機器については、今日までの使用年数から実現可能な目標耐用年数を設

定するものとする。なお、腐食環境により期待できる使用年数が異なることから、沈砂池設備、

水処理設備、汚泥処理設備に分けて、以下のとおりとする。 

  ・沈砂池設備「標準耐用年数×1.5倍」とする。 

  ・水処理設備「標準耐用年数×1.5倍」とする。 

  ・汚泥処理設備「標準耐用年数×1.5倍」とする。 

 

表-1 機械設備の目標耐用年数 

実績倍率
（倍）

平均倍率
（倍）

ｽｸﾘｰﾝかす設備 1.5 15 23

汚水沈砂設備 1.6 15 23

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備 1.9 10,15 15,23

ｹﾞｰﾄ設備 1.2 25 38

ﾎﾟﾝﾌﾟ類 2.7 10 15

脱臭設備 2.5 10 15

ｸﾚｰﾝ類物あげ設備 1.4 20 30

配管類 0.9 30 45(23)

最初沈殿池設備 1.4 15 23

反応ﾀﾝｸ設備 1.3 10,15,20 15,23,30

最終沈殿池設備 1.7 15 23

用水設備 1.9 15 23

消毒設備 2.5 10 15

ｹﾞｰﾄ設備 1.2 25 38

ﾎﾟﾝﾌﾟ類 3.1 10 15

脱臭設備 3.2 10 15

ｸﾚｰﾝ類物あげ設備 1.4 20 30

配管類 1.2 30（15） 45(23)

汚泥輸送･前処理設備 1.8 15 23

調質設備 1.3 15 23

汚泥濃縮設備 1.6 15 23

汚泥貯留設備 1.6 15 23

汚泥脱水設備 1.3 15 23

汚泥消化ﾀﾝｸ設備 2.1 10 15

ﾎﾟﾝﾌﾟ類 2.1 10 15

脱臭設備 2.1 10 15

ｸﾚｰﾝ類物あげ設備 1.2 20 30

配管類 1.3 30（15） 45(23)

設備

沈砂池設備

文献値中分類

標準耐用年数
超過倍率　N値

1.5

1.5

水処理設備

汚泥処理設備

1.7

1.6 -

-

1.9 - 1.5

標準
耐用年数

（年）

目標
耐用年数

（年）

決定倍率
（倍）

 
※実績倍率（倍）：標準耐用年数の超過倍率を示す。 

※平均倍率（倍）：実績倍率の平均値を示す。 

                  ※決定倍率（倍）：今回採用倍率を示す。 
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6. 電気設備の目標耐用年数 

電気設備については、供用開始から約 30 年を経過しているため、これまで何度か老朽化した

資産の更新が行われている。 

電気設備の改築は、機械設備との一体的な改築が望ましいが、故障の兆候が見えにくく、故

障による処理機能への影響も大きいため、目標耐用年数の設定については、次表に示す実績を

考慮して「標準耐用年数×2.0倍」とする。 

ただし、直流電源盤、UPS、パソコン応用品は、汎用品等で寿命が短いことを考慮して「標

準耐用年数×1.0 倍」とする。 

 

表-1 電気設備の目標耐用年数 

実績倍率
（倍）

平均倍率
（倍）

受変電設備 1.3 20 40

自家発電設備 2.1 15 30

負荷設備 1.7 15 30

計測設備 2.2 10 20

監視制御設備 1.7 10 20

ｹｰﾌﾞﾙ･配管類 2.1 15 30

中分類

標準耐用年数
超過倍率　N値

1.9 - 2.0

標準
耐用年数

（年）

目標
耐用年数

（年）
文献値

決定倍率
（倍）

 
 

表-2 目標耐用年数が 1.0 倍の資産 

実績倍率
（倍）

平均倍率
（倍）

決定倍率
（倍）

直流電源盤 - - - 10 10

UPS装置 - - - 7 7

プリンタ - - - 7 7

目標
耐用年数

（年）

標準
耐用年数

（年）
資産名称

標準耐用年数
超過倍率　N値

 
 

※実績倍率（倍）：標準耐用年数の超過倍率を示す。 

※平均倍率（倍）：実績倍率の平均値を示す。 

                  ※決定倍率（倍）：今回採用倍率を示す。 
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ＰＣ版配管ピット

階段室

ろ過水槽逆洗排水槽

電気室(Ｂ)

バイパス水路

階段室
分水井

換気機械室(A)電気室(Ａ)

階段室

バイパス水路
ステップ水路

搬入室
換気機械室(B)

監視制御室
２Ｆ

２Ｆ電気室
１Ｆ自家発電機室

水質試験室
玄関ホール

風除室

倉庫会議室

スロープ

スロープ

女便所 男便所

ES

自家発電機室

消火ボンベ室

し尿受入室

脱臭ファン室

階段室

前処理室

ES

ES

DS
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し尿受入室

脱臭ファン室

階段室

前処理室

ES

ES

DS

水質試験室
玄関ホール

自家発電機室

風除室

倉庫

上部開口

会議室(13人程度)

スロープ

女便所
男便所

ES

スロープ

ＰＣ版配管ピット

階段室

ろ過水槽逆洗排水槽

電気室(Ｂ)

バイパス水路

階段室
分水井

換気機械室(A)電気室(Ａ)

階段室

バイパス水路
ステップ水路

搬入室
換気機械室(B)

監視制御室
２Ｆ

２Ｆ電気室
１Ｆ自家発電機室
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場
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測 

項 
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槽
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位

２
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電
気
室

し
尿
受
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監視盤

制
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室

監
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受入口

受入口

破砕ポンプ
7.5kW×0/2(1)/2(1)

沈砂洗浄装置
13.2kW×0/1/1

夾雑物除去装置
2.2kW×0/1/1

汚泥移送ポンプ
1.5kW×0/2(1)/2(1)

貯留槽撹拌ポンプ
2.2kW×0/2/2

空気圧縮機
0.75kW×0/2(1)/2(1)

除湿機
0.27kW×0/1/1

維持管理用吊上装置
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脱臭ファン
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土壌脱臭床

床排水ポンプ
1.5kW×0/2(1)/2(1)

返流水ポンプ
5.5kW×0/2(1)/2(1)
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汚泥棟送水ポンプ
5.5kW×2(1)/1/3(1)

高架水槽揚水ポンプ
5.5kW×2(1)/1/3(1)

高架水槽
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重量Ｗ

開度

温度

圧力

Ｔ

Ｐ

Ｚ

流量
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Ｌ

Ｆ

凡　　例

Ｆｒ 比率設定器

ＨＣ

ＤＢ

Σ

Ｘ

加算器

乗算器

分配器

手動操作器

Ａ

Ｃ

Ｑ

Ｒ
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調節
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積算

Ｉ 指示

ＬＡ アレスタ

※11

※12

※13 ※14

※15

※16
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計
装
変
換
器
盤

監
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盤
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返
流
水
流
量

0～50m3/h

１

１

FI,FQ

※17

１

返
流
水
槽
水
位

１

0～5.4m

LI

管
理
棟
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し尿受入室

脱臭ファン室

階段室

前処理室

ES

ES

DS

水質試験室
玄関ホール

自家発電機室

風除室

倉庫

上部開口

会議室(13人程度)

スロープ

女便所
男便所

ES

スロープ

ＰＣ版配管ピット

階段室

ろ過水槽逆洗排水槽

電気室(Ｂ)

バイパス水路

階段室
分水井

換気機械室(A)電気室(Ａ)

階段室

バイパス水路
ステップ水路

搬入室
換気機械室(B)

監視制御室
２Ｆ

２Ｆ電気室
１Ｆ自家発電機室
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P P P P

Ｔ

15

※赤枠の供給設備と受入施設までの配管整備が対象

1
3

【添付資料-7 プロセス用水供給フロー】　　　



ＰＣ版配管ピット

階段室

ろ過水槽逆洗排水槽

電気室(Ｂ)

バイパス水路

階段室

電気室 脱臭機室

分水井

換気機械室(A)
電気室(Ａ)

階段室

バイパス水路
ステップ水路

搬入室
換気機械室(B)

２Ｆ
監視制御室

S56-No.11
S56-No.10 S56-No.12

S56-No.20

H17-No.1

東
西
方
向南

北
方
向

S56-No.6

S56-No.7

S56-No.21
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参　考

出典：日向市浄化センター最初沈殿池　実施設計委託　報告書　平成17年11月

推定地層断面図（東西方向）
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推定地層断面図（南北方向）

出典：日向市浄化センター最初沈殿池　実施設計委託　報告書　平成17年11月

参　考
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ＰＣ版配管ピット

階段室

ろ過水槽逆洗排水槽

電気室(Ｂ)

バイパス水路

階段室
分水井

換気機械室(A)電気室(Ａ)

階段室

バイパス水路
ステップ水路

搬入室
換気機械室(B)

監視制御室
２Ｆ

２Ｆ電気室
１Ｆ自家発電機室

水質試験室
玄関ホール

風除室

倉庫会議室

スロープ

スロープ

女便所 男便所

ES

自家発電機室

消火ボンベ室

し尿受入室

脱臭ファン室

階段室

前処理室

ES

ES

DS
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流量計 電動偏心構造弁

排水管
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抜

管
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移
送

管
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SLSL
D

計装用空気管

F

F

D

F

F
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Ｍ

D

P P

引抜管
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戻り管
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P
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電磁弁箱

1
し尿

S

9

PP

6

F

重力濃縮、消化槽へ

PP
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ろ過水
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F

F

10
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ＰＣ版配管ピット

階段室

ろ過水槽逆洗排水槽

電気室(Ｂ)

バイパス水路

階段室
分水井

換気機械室(A)電気室(Ａ)
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バイパス水路
ステップ水路

搬入室
換気機械室(B)

監視制御室
２Ｆ
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し尿受入室

脱臭ファン室

階段室

前処理室
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